
    

 

 

 

 

本募集要項について 

奨学金には、返還義務のない『給付制奨学金』と返還義務のある『貸与制奨学金』が 

あります。本冊子では、「日本学生支援機構 貸与奨学金」の出願方法についてご案内いたします。 

 

個人情報の取り扱いについて 

日本学生支援機構貸与奨学金の出願に際し、Microsoft Formsに入力された出願情報 

及び提出書類に記載された情報は、関西大学で定める個人情報保護方針に基づき、奨学生 

の選考及び奨学金業務運営のために利用されます。 この利用目的の適正な範囲内において、 

出願者の情報が業務委託先に必要に応じて提供されますが、その他の目的には一切使用しません。 

 

また、日本学生支援機構奨学金の貸与を受けるにあたって、個人信用情報機関への 

個人情報の登録に同意していただくことが義務付けられています。これは、奨学金返還開 

始後一定の時期における延滞者について、当該延滞者の情報を個人信用情報機関に 

提供することにより、延滞者への各種ローン等の過剰貸与を抑制し、多重債務化への 

移行の防止を目的としています。 

 

なお、奨学金申込時に、個人信用情報の取扱いについて同意する必要があります。 

同意条項は、申込時に提出する「奨学金確認書兼地方税同意書」に記載されています。 

個人信用情報の取扱いに関する同意がない場合は、奨学金の貸与を受けることが 

できません。 

 

 

関西大学学生センター  

奨学支援グループ 

【2026年度 春学期 大学院生対象】 

日本学生支援機構貸与奨学金 

（在学定期採用）募集要項 
 



本冊子では、日本学生支援機構貸与奨学金への出願手続きに関する説明を掲載しています。 

日本学生支援機構貸与奨学金への出願を希望する場合は、本冊子と併せて、貸与奨学金制度の詳細

について、日本学生支援機構が発行する以下の奨学金の案内を熟読し、貸与奨学金制度（返還あり）内

容を理解したうえで、期日までに手続きを行ってください。 

※ 「奨学金案内ダイジェスト」および「貸与奨学金案内（大学院）」は、 本募集要項と同じ

Webページに掲載しています。出願前に必ずお読みください。

奨学金名称 
対 象 課 程 

特徴 
前期 後期 専門職 

日本学生支援機構奨学金 

第一種奨学金 〇 〇 〇 無利子貸与型 

第二種奨学金 〇 〇 〇 有利子貸与型 

授業料後払い制度 〇 ― 〇 無利子貸与型 

出願前に、日本学生支援機構の案内を必ずお読みください！ 

！

日本学生支援機構 

「貸与奨学金案内（大学院）」 

日本学生支援機構 

「奨学金案内ダイジェスト」 



Ⅰ 日本学生支援機構奨学金の概要 

日本学生支援機構奨学金は、独立行政法人日本学生支援機構が行う育英奨学事業です。 

教育の機会均等に寄与するため、経済的理由により修学困難な学生に学資を貸与することを目的と

しています。なお、大学院の奨学金は、教育・研究者、高度の専門性を要する職業人養成を目的とし

て貸与するものです。本章では、日本学生支援機構奨学金（在学定期採用）についてご案内します。 

 

1 出願・申込及び返還に関する注意点 

 

➢ 貸与制奨学金の返還について 

以下の①・②に該当する方は出願できません。 

① 外国人留学生（出願できる在留資格等は「貸与奨学金案内（大学院）」P８を参照） 

② 既に第一種・第二種の併採用者となっている者 

なお、国による大学院修士段階における「授業料後払い制度」利用に伴う授業料納入猶予許可者 

は第一種奨学金に出願できません。 ただし、第二種奨学金には出願可能です。 

 

また、「授業料後払い制度」の申し込みについては、上記①②に加えて、以下のいずれかに該当

する方は申し込みできませんので、ご注意ください。 

③ 第一種奨学金の現有資格者   ⑤ 2024 年４月以前に入学された方 

④ 秋学期入学された方      ⑥ 博士課程後期課程の方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業料後払い制度の注意点                   「貸与奨学金案内」P6を参照 

授業料後払い制度とは、在学中の授業料を日本学生支援機構（JASSO）が大学へ立替払いし、修了

後に所得に応じて返還する仕組みです。2026 年度の在学（定期一次）採用では、2025 年 4 月以降

の春学期に入学した前期課程・専門職課程の方が申込対象です。秋学期入学者は在学（定期二次）採

用で出願できます（9 月頃募集要項掲載予定）。 

 また、第一種奨学金と授業料後払い制度は併用できません。支援対象となるのは、大学が納入猶予

を認めた授業料相当額のみであり、本制度利用時の保証制度は機関保証（保証料が必要）に限られま

す。申し込み予定の方は、出願時期と納付猶予の扱いに十分ご注意ください。 

 

 

貸与制奨学金は、貸与終了後一定期間内に必ず返還しなければなりません。 

本冊子で案内する日本学生支援機構奨学金は、先輩からの返還金により成り立っています。 

日本学生支援機構奨学金の利用を希望する際は、貸与終了後に必ず返還しなければ 

ならないことを認識したうえで、出願するようにしてください。 
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２ 出願資格・基準 
大学等・大学院における成績が特に優れ、将来、研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高

度の能力を備えて活動することができると認められること。 

 

（1） 学力基準 

下表の基準を満たしていること  （法務研究科の学力基準については、お問い合わせください） 

課  程 年 次 学業成績の基準 

前期課程 
（会計専門職を含む） 

1年次 
大学の評定平均値が 2.00 以上であること 第二種奨学金は本学入学をもっ
て基準を満たす 

2年次 
1 年次終了時に 20 単位以上（3 年コースは 14 単位以上）を修得し、評定
平均値が 2.00以上であること 

3年次 2年次終了時に 28単位以上を修得し、評定平均値が 2.00以上であること 

後期課程 

1年次 前期課程での評定平均値が 2.00以上であること 

2年次 
前期課程での評定平均値が 2.00以上であること また、１年次終了時に 4単
位以上を修得し、評定平均値が 2.00以上であること 

3年次 
前期課程での評定平均値が 2.00 以上であること また、2 年次終了時に 8 単
位以上を修得し、評定平均値が 2.00以上であること 

 

 

 

 
（2） 家計基準 

【第一種・授業料後払い制度・第二種奨学金の家計審査について】 

➢ 収入については、マイナンバーにより取得された申込者本人及び配偶者の 2024年の収入に基づく、 

２０２５年度の住民税情報により日本学生支援機構が審査します。 

➢ 第一種・授業料後払い制度及び第二種奨学金の家計審査に用いる収入については「貸与奨学金案内」 

P10を参照してください。 

〔参考：収入・所得の上限目安〕 

※ 表中の数字はあくまで目安です。世帯構成、障がい者の有無により、目安の金額を上回っていても対象となる 

場合や、下回っていても対象とならない場合があります。 

※ 海外居住等により、マイナンバーの交付を受けていない場合は、奨学支援グループへご相談ください。 

※ 申込者本人が進学に伴い離職または休職（無給休職のみ）したことにより収入が減少している場合は、 

申込者本人の所得を選考に算入しない特例措置があります。 

なお、特例措置の認定を受けても配偶者がいる場合には、配偶者の所得の状況等により、不採用になる 

場合もあります。 P3を確認し、希望する場合は事前に奨学支援グループまでご相談ください。 

評定平均値＝｛（「秀・優」の数×3）＋（「良」の数×2）＋（「可」の数×1）｝÷修得科目数 

※ 卒業所要単位数に算入することができる科目について、秀・優＝3、良＝2、可＝1 とした算術平均値で小

数点第 3位以下を四捨五入したもの 

課程 
第一種 

授業料後払い制度 
第二種 併採用 

博士前期課程 
（専門職を含む） 

299万円 536万円 284万円 

博士後期課程 340万円 718万円 299万円 
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① 転職等により減収している場合の取扱いについて 
（「貸与奨学金案内（大学院）」の P29を参照） 

➢ 提出されたマイナンバーにより取得された住民税情報で選考した結果、第 1希望の申し込み区分の

家計基準を満たさず不採用となった場合、希望により、転職後の収入を用いて再審査を受けることができ

ます。 

➢ 2024年１月２日以降に申込者本人又は（及び）配偶者で転職等された方が対象です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

② 進学前離職の特例措置について          
 （「貸与奨学金案内（大学院）」の P32を参照） 

➣ 目安となる家計基準を上回っている方で、申込者本人が進学のために進学前１年以内に離職 

又は休職（無給の場合に限る）したことにより収入が減少している場合は、特例措置を適用し家計 

基準の判定を行います。 

 

➣  上記①・②での家計基準判定を希望する方は、事前に奨学支援グループへ相談してください。 

 
 

３ 特に優れた業績による返還免除 
 第一種奨学生もしくは授業料後払い制度利用者で、在学中に特に優れた業績を挙げた者に対し、

奨学金の全額又は半額の返還が免除される制度があります。詳細は貸与終了年度の「返還説明会」

にてお知らせします。本学では例年、免除申請対象者のうち約 3 割の方が免除認定されています。 

 

 

 

 

「転職後の収入を用いて再審査を行うフロー」 

！注意！  2023 年度以降、後期課程において、第一種奨学生として採用された者で、国立研

究開発法人科学技術振興機構（JST）が実施する「科学技術イノベーション創出に向

けた大学フェローシップ創設事業」、「次世代研究者挑戦的研究プログラム」の支援を

受けた方は、特に優れた業績による返還免除制度の対象外となります。 

機構での 

審査 

必要書類
の提出 

再審査 

・マイナンバーにより取得された住民税情報に基づいて、日本学生支援機構が 

審査した結果、第 1希望の奨学金が不採用。 

・再審査を希望される方は、再審査に必要な収入証明書類（転職後の給与明細 

等）の提出を求められますのでご準備ください。 

 

・日本学生支援機構が収入証明書類を用いて再審査。 

・再審査には１～２か月かかるため、通常と比べ選考完了が大幅に遅れることが 

あります。 
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Ⅱ 出願手続き及びスケジュールについて 

手続き項目 内  容 

1 奨学金制度の確認 

表紙裏に記載の日本学生支援機構奨学金の「奨学金案内ダイジェスト」 
及び「貸与奨学金案内(大学院）」にて、制度内容や出願資格等を事前に 
よく確認し、制度を理解したうえで出願してください。 
 

※ 出願の手続きについては、本紙を参考にしてください。 

２ Microsoft Forms
からの事前申請 

 
４月２日～４月８日 
の期間で申請を受付 

  以下の QRコード or URＬのリンクからアクセスし、ログインしてください。 

URL ： https://forms.office.com/r/YDMXHMcjLV 

 

 

 

 

 

※新入生の方は、Microsoft Formsにアクセスする際に必要な ID とパスワードは、 

新入生指導行事の際に交付されます。 

ログイン後、必要事項をすべて入力してください。事前申請を送信後、 

登録したメールアドレスに[kansai-u.sch@ml.kandai.jp]から受付番号が 

送信されます。受付番号を出願書類に記載していただきますので、必ず、 

受信できるように設定してください。 

3 出願手続きセット 
（奨学支援グループの 

Webサイトから取得） 

【出願書類の作成】 
奨学支援グループの Web サイトにアクセスし、本要項と併せて 
掲載している「奨学金出願セット」をダウンロードしてください。 

４ 出願書類一覧 
 

全
員
提
出 

① 出願チェックリスト兼受付票        

② 出願内容確認用紙 （両面印刷） 
 
奨学支援グループWebサイトで本要項と併載の「奨学金出願セット」を 

ダウンロードのうえ作成し、印刷してください 

 

該
当
者
の
み
提
出 

③【他大学出身者】前課程の成績証明書 
➢ 【前期課程(専門職含む)】学部卒業時の証明書が必要 

➢ 【後期課程】前期課程修了時の証明書が必要 

④【外国籍の方】在留カード（両面コピー）など 
➢ 日本国籍以外の方で、出願可能な在留資格を有している場合 

➢ 「貸与奨学金案内（大学院）」の P8を参照 

⑤【進学前離職の特例措置を希望する方】退職証明書など 
➢ 「貸与奨学金案内（大学院）」の P32を参照 

 

IDとパスワードは、インフォメーションシステムに 

ログインする際のものを使用してください。 

（ID例 ： k000000@kansai-u.ac.jp） 
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５   出願受付 

（書類提出） 
 
受付完了後、 

・「スカラネットの識別番号」 

・「スカラネット入力下書き用紙」 

・「奨学金確認書兼地方税同意書」 

を交付します 

 

【受付場所及び日時】 

キャンパス 受付場所 受付日時 

千里山 
誠之館２号館１階 

 多目的会議室 

４月７日（火） 
４月８日（水） 

両日とも 16：00～18：00 

高 槻 高槻キャンパスオフィス窓口 ４月７日（火） 
４月８日（水） 

両日とも 11：00～13：00 高槻ミューズ ミューズオフィス窓口 

堺 堺キャンパス 事務室窓口 
４月８日（水） 

11：00～13：00 

➢ 上記受付日時を過ぎた書類提出には応じられません。 
➢ 所属研究科のキャンパスにて出願してください（原則として、 
他キャンパスでの受付はいたしません。やむを得ない事情がある場合 
は事前に各キャンパスの奨学金窓口にお問い合わせください）。 

 

６ スカラネット入力 
（インターネット） 

 
「貸与奨学金案内（大学院）」の 

P3４～P37を参照 

【入力期間】 
４月７日（火）～４月１7日（金） 

 
出願書類の提出時に交付される「スカラネットの識別番号（ユーザーID・パス

ワード）」を使用し、「貸与奨学金案内（大学院）」および「スカラネット入力下書

き用紙」を参考にスカラネットの入力を行ってください。 
 

※スカラネットとは、日本学生支援機構の奨学金申込専用ホームページのことをいいます。 

7マイナンバー提出等
の手続き 

（インターネット） 
 

「貸与奨学金案内（大学院）」の 

P3８～P42を参照 

【入力期間】 
４月７日（火）～４月１7日（金） 

スカラネットにて奨学金の申込情報を入力後、「メインメニュー」から 

「個人番号（マイナンバー）の提出等」のページへ移動し、入力してください。 
 
※ 奨学金申込者本人と配偶者（いる場合）の全員について手続きが必要です。 

※ 入力内容に誤りがあった場合は奨学金の選考が遅れますので、必ずすべての情報が 

正しく入力されていることをご確認ください。 

８ 「奨学金確認書兼
地方税同意書」の提出 
（書類は出願受付時に交付） 

「７ マイナンバー提出等の手続き」完了後、１週間以内に、出願書類 

提出時に交付する「奨学金確認書兼地方税同意書」を専用の封筒で 

日本学生支援機構に直接郵送してください。 

※ 提出内容に不備があった場合は、奨学金の選考が遅れる場合があります。 

９ 採否通知 及び 
奨学金初回振込 

【採否通知】２０２6年６月または 7月上旬（予定）  【個人伝言にて通知】 
 
【初回振込】最短で 6月上旬を（予定） 
 ※指定の期日までに手続きを完了した場合でも、日本学生支援機構での 
選考状況により遅れる場合があります。 

10 採用手続き説明会 

＆ 返還誓約書提出 

【採用手続き説明会】（６月採用の場合）７月上旬 
奨学生としての心構え、今後の各種手続きに関する説明を行い、 
『奨学生証』、『返還誓約書』等の重要書類を交付します。 
 

 

【返還誓約書提出】７月中旬 
採用手続き説明会で交付した『返還誓約書』を作成し、日本学生 
支援機構に提出します。 
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Ⅲ 書類作成に関する注意事項 

 

 

 

出願内容確認用紙の記入方法 

□奨学金申込者情報 
「学籍番号」、「出願者氏名」、「生年月日」、
「連絡先」、Microsoft Forms からの Web
申請時に取得した「受付番号」を記入してく
ださい。 
配偶者がいる方は配偶者の有無の「有」に

チェック✓してください。 

 
 
A 奨学金申込情報 
あなたの希望する奨学金出願種別を 
（1）～（14）の中から選択してください。 
 
（1）（2）（4）（5）（6）（7）（8）（11）（14）
を選んだ方は、「第一種奨学金」もしくは「授業
料後払い制度」のいずれか一つを選択してくだ
さい。 

 

B 修了時期および修業年限 

あなたの 2026 年度の予定学籍情報を記入してください。 
（例）【1 年コース】 2027 年 3 月修了（見込）予定 1 年 0 カ月 

【2 年コース】 2028 年 3 月修了（見込）予定 2 年 0 カ月 
【3 年コース】 2029 年 3 月修了（見込）予定 3 年 0 カ月 

 

C 第一種奨学金の再貸与 

過去に大学院前期課程または修士課程に在籍した履歴のある方のうち、前期課程または修士課程在籍中
に第一種奨学金の貸与を受けたことがある方のみ「該当する」を選択のうえ、奨学生番号を記入してくだ
さい。それ以外の方は「該当しない」を選択してください。 
 

D 保証制度 

「貸与奨学金案内」の P18 の「保証制度」を熟読のうえ、保証制度について選択してください。 
なお、授業料後払い制度での貸与を受けるには「機関保証制度」の選択が必要となります。 

 

E 所得情報 

「貸与奨学金案内（大学院）」の P29～P33 を確認し、「転職後の減収した収入を用いて、書面による再審査」、 
や「進学前離職の特例措置適用」を希望する方は「希望する」を選択のうえ、必要となる書類を出願時に提出し
てください。 

 

□署 名 欄  記入日を記入し、必ず署名してください。 

印刷は必ず A4 用紙サイズに両面で印刷してください。 

➢  必ず、黒のボールペンで記入してください（消せるボールペン・鉛筆は使用不可）。 

➢ 記入内容に不備がある場合には選考から除外する場合があります。また、内容が故意に事実と相違して記入

してある場合は、採用後でも採用を取り消します。 

➢  修正する場合は二重線で消し、その上部余白にわかりやすく記入してください。修正液等は使用しないでくだ

さい。 
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在学中の奨学金の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千里山キャンパス  高槻キャンパス 

 

 

 

学生センター 奨学支援グループ  高槻キャンパスオフィス 

〒564-8680 吹田市山手町3-3-35 

窓口取扱時間/9：00～17：00 

※ 土日・祝日・休業期間中を除く 
 

〒569-1095 高槻市霊仙寺町2-1-1 

窓口取扱時間/9：00～17：00 

※ 土日・祝日・休業期間中を除く 

   

堺キャンパス  高槻ミューズキャンパス 

 

 

 

堺キャンパス事務室  ミューズオフィス 

〒590-8515 堺市堺区香ヶ丘町1-11-1 

窓口取扱時間/9：00～17：00 

※ 土日・祝日・休業期間中を除く 
 

〒569-1098 高槻市白梅町7-1 

窓口取扱時間/9：00～17：00 

※ 土日・祝日・休業期間中を除く 

 
 

【奨学支援グループWebサイト】 

誠之館２号館 １階 
多目的会議室 

凜風館 １階 

奨学支援グループ 

正 門 

Ａ棟（管理・研究棟）１階 
高槻キャンパスオフィス 

バス停留所（関西大学） 

 

西館（大学・大学院学舎棟） 
２階 ミューズオフィス 

Ａ棟 １階 
堺キャンパス事務室 

本学では、本冊子で案内する奨学金以外にも、各種奨学金を設け、学生一人ひとりの学ぶ意欲を経済面

からサポートしています。詳しくは、奨学支援グループのWebサイトよりご確認ください。 

なお、奨学金の種類によって募集方法・募集時期・提出書類が異なりますので、利用を希望する際には、

各種案内の確認漏れがないよう、ご注意ください。 

 

【奨学金に関する情報の案内方法】 

○奨学支援グループWebサイト 

○奨学金掲示板（各キャンパス内） 

○インフォメーションシステム（お知らせ又は個人伝言） 
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